
 

 

 

 

 

 

 

 

 

和泉多摩川緑地都立公園化誘致に向けて、今回は、現在一部開園され、なお整備が進ん

でいる都立公園の状況、整備された機能、周辺住宅等との調和、利用実態等を、市民の方々

と一緒に現地確認し、狛江市内での公園を整備する際の進め方等の意見交換を行い、市民

の方々の願いや考え方を把握するため、狛江市公園フォーラムバス見学会を開催しました。 

狛江市公園フォーラム バス見学会 

 

○日時  平成 30年 11月 27日（火）午前９時から午後３時 30分まで 

○場所  東伏見公園（西東京市）、祖師谷公園（世田谷区）、 

防災センター303会議室 

○参加者 13名 

 

第一部：公園見学 

■東伏見公園（西東京市） 

東伏見公園は、多摩地

域東部に位置する総合公

園で、隣接する東伏見稲

荷特別緑地保全地区、東

伏見石神井川緑地を経て

練馬区立武蔵関公園へ繋

がる水と緑のネットワー

クの拠点となる公園で

す。道路・河川・公園の

連携による「うるおい空

間の創出」を基本理念と

し、あわせて災害時の「防

災拠点」としての機能を持たせるとともに、都民の「心のふれあい・交流の場」と

して計画されています。現在、草地広場が整備され、近隣住民の憩いの場として利

用されており、今後は親水広場等の整備及び追加開園が期待されています。 

なお、西東京市地域防災計画により防災上の重要な位置づけを持っています。 

○市民からの意見 

・東伏見公園は、閑静な住宅街の中にありながら、公園と周辺環境との調和が図られ

ており、同じく住宅地の中に

ある和泉多摩川緑地も参考

にすべきだと感じました。 

・公園北部に整備されたデッ

キとあずまやからは、隣接す

る西武新宿線を走る電車を

見下ろすことができ、大人か

ら子どもまで楽しめる工夫

が大切である。 

・公園中央部には非常に長い

ローラー滑り台があり、多く

の子どもたちでにぎわって

おり、特徴的な公園施設があ

るのがよい。 

 

■祖師谷公園（世田谷区） 

祖師谷公園は、区部北西部に

位置する総合公園です。蘆花恒

春園や砧公園と連携し緑豊かな

台地を形成しています。公園中

央部には仙川が流れ、河川と公

園が一体となったうるおいのあ

る水辺風景が楽しめる公園とな

っています。地域の住民の方の

利用が多く、テニスコートなど

のスポーツ施設は平日から多く

の利用があります。 

今後は、樹林地や原っぱを中

心とした整備が進むことによ

り、緑のオアシスとしてさらに

地域に親しまれる公園となるこ

とが期待されます。 

なお、東京都地域防災計画及

び世田谷区地域防災計画によ

り、防災上の重要な位置づけを

持っています。 

○市民からの意見 

・祖師谷公園は緑が豊かで自然

に囲まれている公園であった。

和泉多摩川緑地も自然を取り入

れた公園としてほしい。 

・自然の空間も良いが、オープ

ンスペースも必要であり、両方

のバランスをとってほしい。 

 



第二部 

■講演 

東京農業大学の入江先

生に、公園のはじまりや

歴史、公園の必要性、公

園が造られる背景や現地

の造り方、最近の公園の

トレンド、現在の公園に

求められる社会的ニー

ズ、公園整備が進まない

実情、入江先生が手がけ

た公園の事例等について

講演をしていただきまし

た。 

 

 

 

■グループワーク 

 将来の公園整備の基礎資

料とし、都立公園誘致や、今

後の都市公園の整備に活用

することを目的として、市民

の方々が考える公園像を自

由に表現していただくため、

２班に分かれグループワー

クをし、各グループ毎に発表

し、意見の共有を図りまし

た。 

 

 

 

 

 

○入江先生からの講評 

・都立公園を誘致したいのであれば、市民の方々の意見を東京都に訴えかけていく

ことが大切。 

・社会的ニーズの変化を捉えることが重要。 

・公園の中に民間施設を入れている事例もある。 

・実際に公園に足を運ぶことで見えてくるものもある。 

 

○今後の課題 

・市民の方々の防災への関心の高さが把握できたため、防災拠点としての公園整備

を検討していく。 

・子どもたちが楽しめる公園を望む声が多かったが、大人が楽しめる公園も必要が

あり、多世代が利用できる公園整備を検討していく。 

 

 

 各グループのおもいえがく公園 

 

 

○防災 

・避難所の設置 

・豪雨対策 

・集水力の高い土 

・浸透ます 

・地下に貯水タンク 

・土地を高くする 

○親水 

・川を活かした公園 

・水を循環させた水遊び 

・昔は池だった 

○自然 

・緑豊かな公園 

・子ども時代の自然体験は、大人になって

も忘れない 

・大木があり、夏に木陰ができる公園 

・子どもが自ら遊びを発見できる公園 

・用途が制限されないフリースペース 

○その他 

・ピザ焼きのかまどがほしい 

・禁止事項が少ない公園 

・多様な世代が触れ合える配置作り 

○防災 

・人口地盤 

・地下倉庫 

○機能 

・東伏見公園のような起伏をつくり、子

どもたちが遊べる広場づくり 

・動物と触れ合えるスペース（ポニー、

ウサギ等） 

・アスレチック（体力づくり） 

・駐車場を完備 

○ゾーニング 

・水道局宿舎を先行して整備 

・道路で分断された地域にはスポーツ施

設を整備 

○その他 

・温泉を掘る 

・湧水を活かし、流れをつくる 

・花の広場 

・駅からのアクセスを考える 


